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 平成２年にはスーパーコンピュータ CRAY  Y-MP8 が設置され、これを活用し分子流、
乱流、プラズマ流、衝撃波などの様々な分野での数値シミュレーションの研究において
優れた成果を挙げてきた。それらの成果と発展性が認められ、平成６年には CRAY  Y-MP8
から CRAY C916 へ、さらに性能向上によるプロジェクト研究の円滑な実施を目的とし

































 さらに、伊藤名誉教授と南部健一教授に対して Moody 賞（米国機械学会、１９７２）、
上條名誉教授に対して Bisson 賞（米国潤滑学会、１９９５）と Colwell 賞（米国自動
車学会、１９９６）、谷名誉教授に対して Adaptive Structures 賞（米国機械学会、１
９９６）、 橋本弘之名誉教授に対して Tanasawa 賞（国際微粒化学会、１９９７）、高山



















































































極限反応流研究分野   Reacting Flow Laboratory 
極限熱現象研究分野   Heat Transfer Control Laboratory 
極低温流研究分野   Cryogenic Flow Laboratory 

















教授１名（小林 秀昭）、助手１名（大上 泰寛）、技術職員 2名（大沼 盛、太田 福雄） 
（研究の概要と成果） 
(1) 高温・高圧環境における乱流燃焼現象の解明 
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教授 1名（圓山 重直）、助教授 1名（丸田 薫）、助手 1名（小宮 敦樹）、 















湧昇速度の測定に成功した。その速度は、直径 30 cm の管中央部で 2.5 mm/s であった。コンピュ
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Ohira, K., Nakamichi, K. and Kihara, Y. 
Development of a Waveguide-Type Flowmeter Using a Microwave Method for Slush 
Hydrogen 




低温工学，第40巻，10号 (2005), 396 -403頁
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Quantum molecular dynamics simulation of dissociative adsorption of H2/Pt (111) 
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教授 1名（林 一夫）、助教授 1名（伊藤 高敏）、助手 1名（関根 孝太郎）、 
技術職員 1名（黒木 完樹） 
（研究の概要と成果） 
(1)  熱負荷に伴う岩石の残留応力と微視破壊 






























伊藤高敏，渡辺 恒，D. スウェンソン，林 一夫 
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電磁知能流体研究分野  Electromagnetiic Intelligent Fluids Laboratory 
知的システム研究分野  Intelligent Systems Laboratory 
生体流動研究分野  Biofluids Control Laboratory 
知的流動評価研究分野  Advanced Systems Evaluation Laboratory 

















(4)  磁気粘性流体の機能性評価とシステム化 
（構成員） 
教授 1名（西山 秀哉）、助教授 1名（佐藤 岳彦）、助手 1名（髙奈 秀匡）、 
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教授１名（裘 進浩）、助手１名（朱 孔軍）、技術職員１名（越河 和男） 
（研究の概要と成果） 
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の開発、4 次元 CT を用いた脳動脈瘤の動きの追跡の定量化を行っている。これにより、治療の評価
などが、治療直後に医療機器を用いてその場で行うことができるようになり、治療成績の向上に寄
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 たんぱく質や DNA などバイオ分子を選別する技術は、ゲノムやプロテオミクスにおける基盤技術
として重要であり、この選別を高速かつ高精度で行うマイクロチップは、将来の大規模解析やテー
ラーメード医療の発展におけるキーテクノロジーとなる。分子の熱運動を特定方向への輸送に変換
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 (1) 統一的な数理流体モデル系を構築し、     (2) その挙動の普遍則を導出したり、 
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（研究の概要と成果） 
(1) 地面効果を利用した環境親和型高速輸送システムに関する研究 
平成 11 年 7 月より実験モデルを用いた実走試験を開始しており、バッテリー駆動ダクテッドファ
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(2)  微小循環系におけるミクロ生体流動現象に関する研究 
(3)  毛細血管網における好中球の通過特性に関する研究 
(4) 実験と計算を融合した流れ場の解析手法に関する研究 
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(2) 3 次元ナノ構造プラズマ・ビーム加工技術の研究 
高効率低エネルギー正負イオン・中性粒子ビーム生成装置（マルチビーム生成装置）を開発し、
正・負イオンおよび中性粒子の反応性の違いを明らかにし、高効率高選択表面反応（加工、堆積）
の実現を目指して研究を行っている。塩素中性粒子ビームによりダメージフリーで 50 nm ～ 7 nm
の超微細加工を世界で初めて実現できた。特に、本年度は産業技術総合研究所と共同で 32 nm 世代
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 平成2年12月にスーパーコンピュータCRAY Y-MP8 を導入し、その後、平成6年10月のCRAY C916、
平成 11 年 11 月の NEC SX-5 と SGI Origin2000 への更新を経て、これまで、重点研究課題に対する
国際研究プロジェクトの実施など、乱流、分子流、プラズマ流、衝撃波などの様々な流体科学の分
野で優れた成果を挙げてきた。近年の、流動科学における戦略的技術課題の解決に対する強い社会











研究代表者： 大林 茂 









































・ 高周波マグネトロン放電における磁場の強さと自己バイアスの関係を、電子損失のメカニズムか  
ら明らかにした。 






































研究代表者： 井小萩 利明 
プロジェクト課題：二段翼列まわりに発生する非定常キャビテーション流れの数値解析 
期間：2005.11－2006.3 












研究代表者： 早瀬 敏幸 
プロジェクト課題：磁気マイクロマシンの 3次元泳動特性解析による形状最適化 
期間：2004.6－2005.5 
共同研究者： 石山 和志（東北大学電気通信研究所・助教授） 












研究代表者： 高木 敏行 
プロジェクト課題：ナノスケール磁性体の動的磁化過程シミュレーション 
期間：2004.11－2005.4 


















































研究代表者： 大林 茂 
プロジェクト課題：進化的手法によるカナード形状の多目的最適化  
期間：2005.4－2005.9 














研究代表者： 加藤 琢真 
プロジェクト課題：物体表面の粗さによる抵抗軽減メカニズム解明に関する研究  
期間：2005.4－2005.9 
共同研究者： 中橋 和博（東北大学・教授） 








軽減が可能であることが示唆された。なお研究成果は、Symposium on Hybrid RANS-LES Methodsや
Asia-Pacific Congress on Sports Technologyなどにおいて発表した。 
 
区分：共同 
研究代表者： 井小萩 利明 
プロジェクト課題：翼列多段化によるキャビテーション不安定現象の抑制効果に関する数値的研究  
期間：2005.6－2005.10 














研究代表者： 早瀬 敏幸 
プロジェクト課題：磁気マイクロマシンを用いたマイクロポンプの流量・圧力特性解析  
期間：2005.6―2005.11 
共同研究者： 石山 和志（東北大学電気通信研究所・助教授） 


















共同研究者： 小玉 哲也（東北大学先進医工学研究機構・助教授） 











研究代表者： 佐宗 章弘 
プロジェクト課題：木星大気圏突入時の非平衡流シミュレーション 
期間：2005.11－2006.1 













研究代表者： 早瀬 敏幸 
プロジェクト課題：推力向上を目的とした磁気マイクロマシンの 3次元泳動特性解析  
期間：2005.12－2006.3 
共同研究者： 石山 和志（東北大学電気通信研究所・助教授） 









































































研究代表者： 井小萩 利明 




































を Dとして、L/D を小さくすると、中心部の斜め放出部分が少なくなり、L/D が 25 から 15 の範囲で
は斜め放出は見られなくなり円柱端から放出される三次元性の強い渦のみが見られるようになる。

























 平成 17 年度末現在、継続・進行中のプロジェクト課題一覧を下表に示す。 
 
区分 研究代表者 プロジェクト課題 開始 終了 
計画 井上 督 流体騒音発生機構の解明と制御 2005.11 2008.10




共同 内一 哲哉 応力腐食割れ素過程観測の逆問題解析 2005.11 2006.4 
一般 井上 督 非圧縮性三次元円柱後流のトポロジー 2005.11 2007.10




一般 早瀬 敏幸 超音波計測と数値解析を融合した血流構造の解析 2005.11 2007.10
一般 早瀬 敏幸 ハイブリッド風洞による非定常流れ現象の再現 2005.11 2007.10
一般 早瀬 敏幸 超音波計測融合血流シミュレーションシステムの開発 2005.11 2007.10
一般 早瀬 敏幸 正方形管路内乱流の計測融合シミュレーション 2005.11 2007.10




一般 井小萩 利明 複雑気液二相流動場の非定常解析 2005.12 2007.11









 13 年 14 年 15 年 16 年 17 年 
オリジナル論文*1 (英文) 162  169 147 157 168 
オリジナル論文(和文) 28 34 26 18 24 
国際会議での発表*2 103 91 100 120 102 
国内会議での発表 175 142 151 144 142 

















 平成 17 年度に流体科学研究所が主たる役割を果たして開催された国際会議等の一覧
を下表に示す。 
 
開催期間 会 議 名 議 長 参加人数
平 17.  4. 17～21 
Sixth World Conference on Experimental Heat 
Transfer, Fluid Dynamics and Thermodynamics 圓山 重直 275 名
平 17.  4. 21～22 
International Workshop on Measurement and 
Diagnosis of Heat Transfer and Fluid Flow 
Systems 
圓山 重直 20 名
平 17.  7.  4～ 7 
JSPS-NSF Japan-US Seminar on Nanoscale 
Transport Phenomena 小原   拓 60 名
平 17.  7. 20～21 International Workshop on Volume Graphics 2005 藤代 一成 100 名
平 17. 10. 26～27 
Second International Symposium on 
Transdisciplinary Fluid Integration 小濱 泰昭 60 名
平 17. 11. 15～17 
4th International Symposium on Beamed Energy 
Propulsion 佐宗 章弘 80 名
平 17. 11. 16～18 
Second International Conference on Flow 
Dynamics 圓山 重直 563 名
平 17. 11. 16～18 
The 3rd International Workshop on Complex 
Systems 徳山 道夫 121 名
平 17. 12.  8～ 9 
Fifth International Symposium on Advanced Fluid 





 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 
国外開催 71 83 48 42 52 
国内開催 53 28 35 38 68 




 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 




 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 
民間等との共同研究*1 13 17 22 21 24 
受託研究*2 6 9 5 9 10 
奨学寄付金*3 39 24 19 25 26 
個別共同研究*4  88 42 41 41 92 















 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 
5.1 運営交付金 2,680 3,247 2,868 1,826 1,812
5.1.1 人件費 789 626 854 526 642
5.1.2 運営費 1,891 2,621 2,014 1,300 1,170
  
5.2 外部資金 694 690 867 772 582
5.2.1 科学研究費 460 366 325 248 124
5.2.2 受託研究費 128 218 236 137 95
5.2.3 共同研究費 72 80 91 70 83
5.2.4 研究拠点形成費補助金 
（21 世紀 COE プログラム） 
- - 114 172 174
5.2.5 科学技術振興調整費 - - 51 43 -
5.2.6 重点研究国際協力事業費 - - 5 10 10
5.2.7 科学技術試験研究委託費 
（文部科学省リーディングプロジェクト）
- - - 20 27
5.2.8 産業技術研究助成事業費助成金 - - - 20 15







 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 
COE 形成基礎研究費 1 300,000 - - - -
特別推進研究（COE）  - 1 250,000 1 219,700 1 140,000 -
基盤研究(S) 1 31,700 1 32,600 1 11,000 1 15,000 1 5,300
基盤研究(A) 3 31,500 2 13,700 1 7,800 1 14,600 2 31,800
基盤研究(B) 13 63,700 10 44,000 9 52,400 7 38,600 5 29,800
基盤研究(C) 5 7,900 7 9,600 7 8,800 7 10,136 3 4,200
萌芽的研究 2 2,100 2 2,600 5 8,500 4 6,500 5 6,600
奨励研究(A) 7 6,187 - - - -
若手研究(A)  - - - - 2 20,700
若手研究(B)  - 6 8,500 7 10,900 7 9,737 9 14,400
地域連携推進研究費 1 14,000 - - - -
特別研究員奨励費 3 3,200 6 5,200 7 6,300 13 13,067 12 11,400
合 計 36 460,287 35 366,200 38 325,400 41 247,640 38 124,200





   （単位：千円） 
研究種目 代表者 研究課題 
平成 17 年度 
交付金額 
採択年度










































































2,500 平 17 
寒川 誠二 サブ 10 nm 量子ドットの超解像近接場分光 1,300 平 16 
圓山 重直 非平衡熱電素子を用いた医療用急速冷却伝熱制御
の研究 
1,300 平 16 
丸田 薫 電場印加による吸着制御を利用した触媒反応の活
性化 
1,800 平 17 
吉岡 修哉 ナノバブルによる血中ドラッグデリバリーを利用
する新しい癌治療技術の研究 
1,100 平 17 
萌芽 
早瀬 敏幸 計測融合シミュレーションの理論的枠組みの構築 1,100 平 17 
古川 剛 マイクロ・ホール型電気推進システム：実用に直結
する新要素技術の開発とその最適統合 
5,500 平 17 若手(A) 
石本 淳 極低温マイクロスラッシュ二相流を用いた超伝導
冷却システムの開発 




研究種目 代表者 研究課題 





1,600 平 16 
小宮 敦樹 固気液界面（コンタクトライン）ダイナミクスの高
精度測定 
1,600 平 16 
関根孝太郎 花崗岩体の上昇に伴う熱き裂発達過程の評価方法
の開発 
700 平 16 
伊賀 由佳 極低温キャビテーション流れの数値解析モデルの
開発 
2,300 平 17 
白井 敦 毛細血管網における血球の変形・流動特性の微小流
路を用いた実験的研究 
1,700 平 17 
徳増 崇 PEFC 電極触媒表面での解離吸着現象に関する量子
・分子動力学的解析 
1,800 平 17 
畠山 望 翼型まわりの流れから発生する解離周波数騒音の
数値的研究 
1,700 平 17 
米村 茂 プラズマ反応器内の活性フリーラジカル流動解析 1,100 平 17 
若手(B) 
大上 泰寛 高温・高圧における CO2、H2O 希釈層流予混合火炎の
燃焼メカニズムの解明 
1,900 平 17 
椿 耕太郎 永久塩泉による海洋深層水の汲上げおよび海洋中
での管内流に関する研究 
900 平 17 
遠藤 久 可視化電磁非破壊評価に関する研究 1,100 平 17 
横森 剛 マイクロコンバスタ内の振動燃焼を利用した超小
型圧電素子発電デバイスの開発 
1,100 平 17 
伊吹 竜太 熱電素子を用いた伝熱制御に関する研究 900 平 17 
奥山 武志 環境適応型スマート人工肛門括約筋の開発 900 平 17 
竹野 貴法 多機能ダイヤモンドライクナノコンポジット薄膜
センサに関する研究 
900 平 17 
船本 健一 数値解析と超音波計測を融合した血流構造の解析 900 平 17 
武木田秀人 多極磁場を有するプラズマ反応器の最適化に関す
る研究 
900 平 17 
櫻井 篤 大規模複雑系におけるふく射電熱現象に関する研
究 
900 平 17 
特別研究
員奨励費 
丸山 洋平 DNA ナノデバイス創製におけるバイオ・ナノ流動ダ
イナミクス 
900 平 17 
 
－81－
研究種目 代表者 研究課題 





900 平 17  







 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 
申請件数 66 60 51 53 64
  
採択件数 35 29 31 28 27
採択率 53 % 48 % 61 % 53 % 42 %
 




   （単位：千円） 
種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額





























































種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額
民間共同 宮城沖電気(株) 寒川 誠二 半導体プラズマエッチングプロセスの
実用化開発 
1,500
民間共同 昭和電工(株) 寒川 誠二 Ｆ２ガスを用いた微細加工技術の研究 2,000
民間共同 トーヨーエイテック
(株) 
佐藤 岳彦 プラズマ滅菌装置の開発 1,000






























民間共同 日本電気㈱ 寒川 誠二 磁性薄膜のＲＩＥの研究 2,727











民間共同 (株)本田技術研究所 徳増 崇 二輪燃料電池車用水素貯蔵合金タンク
の研究開発 
1,000









































佐藤 岳彦 細管内壁の滅菌システム開発 2,000
民間共同 トーヨーエイテック
(株) 





5.2.4 研究拠点形成費（21 世紀 COE プログラム） 
・文部科学省 （単位：千円） 




21 世紀 COE 研究拠点形成事業 圓山 重直 
流動ダイナミクス国際研究教育
拠点 








重点研究国際協力事業 裘  進浩 
生体・構造保全のための知的材
料システム 








科学技術試験研究委託事業 寒川 誠二 
ナノテクノロジーを活用した新
しい原理のデバイス開発 
27,000 平成 16 年
 
5.2.8 産業技術研究助成事業費助成金 
・経済産業省（NEDO 技術開発機構） 単位：千円 






















(株)ケーヒン (財)発電設備技術検査協会 (株)荏原総合研究所 
東京エレクトロン九州(株) (株)ケーヒン栃木開発センター 日本素材(株) 












氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究 受賞年月日 

























平 17.  6.18
高奈 秀匡 
 
Best paper award 
17th International Symposium 
on Plasma Chemistry, Toronto 
 
Computational Simulation of Arc 
Melting System with Complex 
Interactions 
 
平 17.  8. 9
太田 信 
 
Young Investigator Award 
6th International Symposium on 
Future Medical Engineering 
based on Bio-nanotechnology 
(21st Century COE Program), 
Sendai, Japan 
Development of a Functional 
Vessel Biomodelling with Poly 





























（研究科） （専 攻） （担 当 教 員） 
工学 機械システムデザイン 教授 圓山重直   助教授 丸田 薫 
 工学 教授 西山秀哉   助教授 佐藤岳彦 
            助教授 小原 拓 
  教授 井小萩利明 
  教授 井上 督 
 ナノメカニクス 教授 南部健一   講師  米村 茂 
  助教授 小原 拓 
  教授 徳山道夫    
  教授 寒川誠二   講師  遠藤 明 
 航空宇宙工学 教授 大平勝秀   講師  徳増 崇 
  助教授 孫 明宇 
  教授 小林秀昭 
  教授 小濱泰昭   講師  加藤琢真 
  教授 藤代一成 
 バイオロボティクス 教授 裘 進浩 
  教授 高木敏行   助教授 内一哲哉 
  教授 早瀬敏幸   講師  白井 敦 
          助教授 太田 信 
環境科学 環境科学 教授 林 一夫   助教授 伊藤高敏 
情報科学 システム情報科学 教授 大林 茂   助教授 石本 淳 




（研究科） （科 目） （担 当 教 員） 
工 学 基盤流体力学 南部健一、井小萩利明 
 応用流体力学 小濱泰昭、西山秀哉 
 熱科学・工学 徳山道夫、圓山重直、小林秀昭 
 極限伝熱制御工学 圓山重直、丸田 薫 
 電磁知能流体システム学 西山秀哉、佐藤岳彦 
 混相流動システム学 井小萩利明 
 計算流体現象論 井上 督 
 エネルギーシステム工学セミナー 圓山重直、西山秀哉、井小萩利明、 
井上 督、丸田 薫、佐藤岳彦 
 気体分子運動論 南部健一、米村 茂 
 ナノプロセス工学 寒川誠二 
 マイクロ／ナノフルイディクス 小原 拓 
 ナノ物性物理学 徳山道夫 
 ナノテクノロジーセミナー 南部健一、徳山道夫、寒川誠二、 
小原 拓、米村 茂、遠藤 明 
 航空宇宙燃焼学 小林秀昭 
 極低温物理工学 大平勝秀、徳増 崇 
 複雑系境界層論 小濱泰昭、加藤琢真 
 衝撃波の科学 孫 明宇 
 可視化情報学 藤代一成 
 シミュレーション科学セミナー 小濱泰昭、加藤琢真、藤代一成 
 スペーステクノロジーセミナー 小林秀昭、孫 明宇、徳増 崇 
 知的メカノシステム創成学 裘 進浩 
 知的メカノシステム評価学 高木敏行、内一哲哉 
 知的メカノシステム解析学 早瀬敏幸、白井 敦、太田 信 
 バイオメカニクスセミナー 早瀬敏幸、白井 敦 
 知的メカノシステム工学セミナー 早瀬敏幸、高木敏行、裘 進浩、内一哲哉 
 知能流体システム学特論 西山秀哉、圓山重直、井小萩利明、 
井上 督 
 ナノ流動学特論 南部健一、徳山道夫、寒川誠二 
 航空宇宙流体工学特論 小濱泰昭、小林秀昭、大林 茂、 
佐宗章弘、大平勝秀、藤代一成 
 複雑な媒体中の衝撃波とその応用 佐宗章弘 
 知能メカノシステム工学特論 裘 進浩、早瀬敏幸、高木敏行 
 地殻エネルギー抽出工学 林 一夫、伊藤高敏 
 地球システム・エネルギー学セミナー 林 一夫、伊藤高敏 
環境科学 地殻エネルギー環境学特論 林 一夫 
 地殻工学特論 林 一夫 
情報科学 融合流体情報学 大林 茂 
 流動システム情報学 佐宗章弘 




 13 年 14 年 15 年 16 年度 17 年度
大学院前期課程 99 96 93 94 98
大学院後期課程 32 33 39 37 30
研究員および研究生 7 14 8 23 32
学振特別研究員*1 3 5 7 6 10




（題 目） （著 者） (指導教員) 
工学研究科 機械システムデザイン専攻   







中川 和人 圓山 重直 
パルス放電による空気プラズマ流の高機能化に関する基礎研究 釣 健士 西山 秀哉 
三次元有限長円柱後流の数値的解析 今村 和生 井上 督 
一様流中の並列二角柱から発生する音波 岩上わかな 井上 督 
高速液滴衝突および気泡崩壊による固体内応力波伝播挙動の連成
解析 
芝田 篤史 井小萩利明 
 
三次元気液界面流れの数値解析手法 西島 良二 井小萩利明 
キャビテーション二段翼列の流動特性と不安定現象の抑制に関す
る数値解析 
平沼 誠 井小萩利明 
 
   







熱対流不安定点近傍における内・外部雑音の影響の理論的研究 日高 邦昌 徳山 道夫 
直流マグネトロン放電におけるアーク発生に関する研究 阿部 裕之 南部 健一 






























固液界面の熱エネルギー伝搬特性に関する分子熱工学的研究 石田 健児 小原 拓 
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（題 目） （著 者） (指導教員) 
 工学研究科 バイオロボティクス専攻   
ハイブリッド風洞によるカルマン渦の実時間解析 柴田 光 早瀬 敏幸 
矩形流路における好中球の流動特性に関する数値解析 増田 直 早瀬 敏幸 
超音波計測融合血流シミュレーション装置の開発 山縣 貴幸 早瀬 敏幸 
大動脈内血流のモデル実験による超音波計測融合シミュレーショ
ンの検証 
劉 磊 早瀬 敏幸 
マルチスケール電磁アプローチによる磁性構造材の材料評価 野崎 俊彦 高木 敏行 
形状記憶合金を用いた人工食道の蠕動運動機構の提案 山口 満義 高木 敏行 
ニューラルネットワーク同定法を用いたアクティブ遮音制御に関
する研究 
松田 和也 裘 進浩 
   





佐宗  章弘 
（澤田 恵介）
ソニックブーム軽減を目的とした超音速自由飛行実験 大芝 慎 
 
佐宗  章弘 
（中橋 和博）
高圧下の乱流予混合火炎における希釈ガス効果に関する研究 金子 秀明 小林 秀昭 
エタノールのオートサーマル燃料改質に関する研究 川瀬 雅大 小林 秀昭 
液滴燃焼における空気流速変動の影響に関する研究 櫻井 悟 小林 秀昭 
地面効果翼の音によるはく離制御に関する研究 下野 宏美 小濱 泰昭 
乱流境界層の壁面噴出しによる摩擦特性の変化に関する研究 得山 昌弘 小濱 泰昭 
エアロトレインの動特性解析と浮上安定性向上に関する研究 西出 憲司 小濱 泰昭 
 










水中を高速で移動する物体に関する実験的研究 菊池 崇将 井小萩利明 
極低温環境下における高速飛行体衝突現象に関する実験的研究 沼田  大樹 井小萩利明 
   
環境科学研究科 環境科学専攻   
CO₂地中固定のための現位置反応法による人工バリアー形成に関す
る研究 
川村  典久 
HDR 貯留層内の圧力と流動構造の評価に関する研究 千葉 岳 
ボアホール変形に基づく応力計測法の実フィールドへの適用 五十嵐 哲 
能動的地熱抽出のための三次元非軸対称き裂震動に関する研究 小野寺真也 
  
情報科学研究科 システム情報科学専攻  
複葉サイレント超音速旅客機の主翼設計 米澤 誠仁 










（題 目） （著 者） (指導教員) 
工学研究科 機械知能工学専攻   















石川 寧 寒川 誠二 
 
海洋緑化のための永久塩泉に関する研究 椿 耕太郎 圓山 重直 
   
工学研究科 機械電子工学専攻   
粒子モデルによる低温磁化プラズマの研究 武木田秀人 南部 健一 
   







   
工学研究科 航空宇宙工学専攻   
超音速流における PTV 計測を用いた水素噴流燃焼の研究 中村 寿 小林 秀昭 













   




（学 科） （科 目） （担 当 教 員） 
全学共通 情報基礎 A 加藤琢真 




 騒音と静粛技術 裘 進浩 
工学部共通 数学物理学演習 Ⅱ 米村 茂 
 情報処理演習 遠藤 明 
機械・知能系 数学 Ⅱ 大林 茂 
 力学 内一哲哉 
 流体力学 Ⅰ 井小萩利明 
 流体力学 Ⅱ 西山秀哉、佐藤岳彦、石本 淳
 熱力学 圓山重直、大平勝秀、丸田 薫
徳増 崇 
 材料力学 Ⅰ 伊藤高敏 
 材料力学 Ⅱ 伊藤高敏 
 電磁気学 Ⅰ 高木敏行、内一哲哉 
 電磁気学 Ⅱ 高木敏行 
 伝熱学 Ⅰ 小原 拓 
 制御工学 Ⅱ 早瀬敏幸 
 システムダイナミクス Ⅰ 裘 進浩 
 弾性力学 林 一夫 
 気体熱力学 南部健一、米村 茂 
 燃焼工学 小林秀昭 
 航空機器学 小濱泰昭 
 コンピュータ実習  藤代一成 
 電子デバイス 寒川誠二 
 機械・知能研修 Ⅰ 全教官 
 機械・知能研修 Ⅱ 全教官 









  平成 17 年 5 月 16 日（月）  
  場 所：群馬県立高崎高等学校 
  参加者：高 1サイエンスクラス（80 人） 
 
・ 「ペットボトルロケット出前教室」 
  平成 17 年 7 月 20 日（水）  
  場 所：宮城県利府町立青山小学校 
  参加者：245 人（6年生と保護者） 
 
・ 「ペットボトルロケット出前工作授業」 
 平成 17 年 10 月 19 日（水）  
  場 所：仙台市立長命ヶ丘小学校 
  参加者：54 人（小学 6年生） 
 
・ 出前授業「脳の血の流れを再現しよう」 
  平成 17 年 12 月 15 日（木） 
  場 所：仙台市立川前小学校 
  参加者：67 人（6年生） 
 
・ 出前授業「脳の血の流れを再現しよう」 
  平成 17 年 12 月 19 日（月） 
  場 所：仙台市立松森小学校 







  平成 17 年 9 月 1 日～29 日まで毎週木曜 







参 考 資 料 
 







極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 




















期間（年）：2005.4 ～  




期間（年）：2002.6 ～ 2005.5 
 
学会名：日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割：熱工学部門 A-J 合同講演会委員会 委員 


























期間（年）：2005.3 ～  
極低温流研究分野 (Cryogenic Flow Laboratory) 
大平 勝秀 
学会名：日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割：宇宙工学部門 運営委員 代議員 













期間（年）：2002.4 ～ 2007.3 

















期間（年）：2004.12 ～ 2005.11 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
















期間（年）：2002 ～ 2006 
 
佐藤  岳彦 
学会名：日本溶射協会 
参加した委員会等の名称と役割：編集委員会査読委員 








期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 
知的システム研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
裘  進浩 
学会名：日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割：運営委員 




期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 









































期間（年）： 1998 ～ 2005 
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ミクロ熱流動研究部門 (Non-Continuum Flow and Heat Transfer Division) 
電子気体流研究分野 (Gaseous Electronics Laboratory) 
米村 茂 
学会名: 日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割: 流体工学部門 編集委員会 幹事 
期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 
 
学会名: 日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割: 論文集編集委員会 校閲委員 
期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 




期間（年）：2003.11 ～ 2005.10 
 
学会名： Journal of Thermal Science and Technology 編集委員会 
参加した委員会等の名称と役割：Editor 




期間（年）：2002.5 ～ 2005.4 
 
学会名：Thermal Science and Engineering 編集委員会 
参加した委員会等の名称と役割：委員 








期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 
複雑系流動研究部門 (Complex Flow Division) 




期間（年）：2000.4 ～ 2006.3 
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学会名：日本機械学会 













期間（年）：2006.2 ～ 2006.4 




期間（年）：2004.5 ～ 2006.3 
 
流体融合研究センター
(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 




期間（年）：2003.9 ～ 2007.3 
 
学会名：日本航空宇宙学会  
参加した委員会等の名称と役割：第37期空気力学部門委員会 委員  
期間（年）：2005.4 ～ 2006.2 
 
学会名：日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割：流体工学部門 部門英文ジャーナル編集委員会委員   
期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 
 
学会名：日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割：計算力学部門 最適設計技術委員会 委員  
期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 
 
学会名：日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割：JSME International Journal編集委員会 編集委員  




期間（年）：2005.4 ～ 2006.3 
 
学会名：日本機械学会 
参加した委員会等の名称と役割：Journal of Fluid Science and Technology編集委員会 編集委員  








期間（年）：2005.10 ～ 2006.3 








期間（年）：2005.4 ～  








期間（年）：1997.4 ～   




期間（年）：2004.6 ～ 2006.3 
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期間（年）：2004.4 ～  
超実時間医療工学研究分野 (Super-Real-Time Medical Engineering Laboratory) 
白井  敦 
学会名：計測自動制御学会 
参加した委員会等の名称と役割：東北支部 運営専門委員会 委員 




期間（年）：2006.1 ～ 2006.12 
知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川  誠二 
学会名：応用物理学会 
参加した委員会等の名称と役割：代議員 












期間（年）：2004.4 ～ 2006.3 
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A.2 分科会や研究専門委員会等の主催 
極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 









期間（年）：2003 ～  
委員数：8 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 




期間（年）：2003 ～ 2006 
委員数：34 




















期間（年）：2004  ～ 2006 
委員数：20 
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複雑系流動研究部門 (Complex Flow Division) 








(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 









期間（年）：2005 ～ 2006 
委員数：20 




期間（年）：2000 ～ 2006 
委員数：4 








     （国内のみ。ただし校閲委員は除く） 
 
極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限反応流研究分野 (Reacting Flow Laboratory) 
小林 秀昭 
雑誌の種別：英文 
雑誌名：Journal of Thermal Science and Technology 
役割：エディター 
期間（年）：2005 ～  
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory) 
丸田 薫 
雑誌の種別：英文 
雑誌名：JSME International Journal 
役割：編集委員 
期間（年）：2005 ～ 2006 
 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 





期間（年）：2004 ～ 2006 











期間（年）：2003 ～ 2006  
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ミクロ熱流動研究部門 (Non-Continuum Flow and Heat Transfer Division) 
分子熱流研究分野 (Molecular Heat Transfer Laboratory) 
小原 拓 
雑誌の種別：英文 
雑誌名：Journal of Thermal Science and Technology 
役割：エディター 
期間（年）：2005 ～  
 
流体融合研究センター 
(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
融合流体情報学研究分野 (Integrated Fluid Informatics Laboratory) 
大林 茂 
雑誌の種別：英文 
雑誌名：JSME International Journal 
役割：編集委員 
期間（年）：2005 ～ 2006 





期間（年）：2003.6 ～ 2005.6 
極限流体環境工学研究分野 (Ultimate Flow Environment Laboratory) 
小濱 泰昭 
雑誌の種別：英文 
雑誌名：JSME International Journal 
役割：エディター 
期間（年）：1998 ～  





期間（年）：2004 ～ 2005 
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A.4 各省庁委員会等（外郭団体を含む）への参加状況 
     （文部省関係を含む。ただし教育機関は除く） 
 
極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 




期間（年月）：2005.7 ～ 2006.3 










期間（年月）：2005.9 ～ 2008.3 
極限高圧流動研究分野 (Molten Geomaterial Laboratory) 
伊藤 高敏 
省庁・機関名：海洋研究開発機構 
参加した委員会等の名称と役割：JDESC 技術開発推進部会 委員 
期間（年月）：2005.9 ～   
 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 








(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 








期間（年月）：2006.1.11 ～ 2007.1.31 









期間（年月）：2005.3 ～  
知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川  誠二 
省庁・機関名：文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター 
参加した委員会等の名称と役割：専門調査員 









極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 




講演先：日本機械学会 RC217 研究分科会 




講演先：日本機械学会「21 世紀 COE プログラムに見られる機械工学関連技術の新展開へのチャレンジ」 







演題：In-Situ Measurement of Small Diffusion Field Using Phase-Shifting Interferometer 

























講演先：地盤工学研究会発表会 DS-15 21 世紀における初期地圧測定技術の課題と挑戦 
 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 










































































ミクロ熱流動研究部門 (Non-Continuum Flow and Heat Transfer Division) 


















講演先：日本機械学会 RC212 マイクロ・ナノフルイディクス調査研究分科会 
 
流体融合研究センター 
(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
実事象融合計算研究分野 （Reality-Coupled Computation Laboratory） 
石本 淳 
講演日（年月日）：2005.5.16 
演題：導電性磁性流体キャビテーション流を用いた二相 MHD 発電システムに関する数値予測 
講演先：上智大学 
 














知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川  誠二 
講演日（年月日）：2005.7.8 
演題：新しいビームを用いたトップダウン加工－究極のトップダウン加工を目指して－ 























極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory) 
圓山 重直 
会議の名称：Sixth World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Dynamics and 
Thermodynamics 
期間（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
参加人数：275 
会議場：ホテル松島大観荘 
主催団体：Assembly of World Conferences on Experimental Heat Transfer 
会議の概要： 4年に一度開催される実験熱流体の国際的な会議。熱物質移動から流体力学に至るまでの
広範囲な実験的研究を中心に、ポスターセッション形式で成果発表・議論が行われた。 
   また世界的に著名な6名のkeynote speaker を招待し講演をおこなってもらった。 
 
会議の名称：International Workshop on Measurement and Diagnosis of Heat Transfer 
and Fluid Flow Systems 







会議の名称：Second International Conference on Flow Dynamics 








知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
知的流動評価研究分野 (Advanced Systems Evaluation Laboratory) 
高木 敏行 
会議の名称：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
会議場：仙台国際センター 





ミクロ熱流動研究部門 (Non-Continuum Flow and Heat Transfer Division) 
電子気体流研究分野 (Gaseous Electronics Laboratory) 
南部 健一 
会議の名称：Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




会議の概要： 第五回AFIはJAXA（宇宙航空研究開発機構）との共催で、Aerospace Science/ Rarefied 
Gas/PlasmaとBiofluid Science/ Engineeringを特別セッションとして取り上げた。 
国内外から100人近い参加者が集まり、好評を得た。 
分子熱流研究分野 (Molecular Heat Transfer Laboratory) 
小原 拓 
会議の名称：JSPS-NSF Japan-US Seminar on Nanoscale Transport Phenomena 






複雑系流動研究部門 (Complex Flow Division) 
流体数理研究分野 (Theoretical Fluid Dynamics Laboratory) 
徳山 道夫 
会議の名称：The 3rd International Workshop on Complex Systems 














(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
超高エンタルピー流動研究分野 (Ultra-High-Enthalpy Flow Laboratory) 
 
佐宗 章弘 
会議の名称：4th International Symposium on Beamed Energy Propulsion  









複雑動態研究分野 (Complex Dynamics Laboratory) 
藤代 一成 
会議の名称：International Workshop on Volume Graphics 2005 
期間（年月日）：2005.7.20 ～ 2005.7.21 
参加人数：100 
会議場：State University of New York at Stony Brook 




極限流体環境工学研究分野 (Ultimate Flow Environment Laboratory) 
小濱 泰昭 
会議の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 










      （編集、校閲を除く） 
極限流研究研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限熱現象研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
圓山 重直 
依頼機関： AWC, Assembly of the World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid 






依頼機関：The Combustion Institute 
国名：国際組織（事務局米国） 
期間（年月日）：2005 ～ 2006  
依頼事項： Colloquium Co-Chair of New Technology Concepts, 31st International  
  Symposium on Combustion 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
知的流動評価研究分野 (Advanced Systems Evaluation Laboratory) 
高木 敏行 
依頼機関：Korean Nuclear Society 
国名：韓国 
期間（年月日）：2003 ～ 2006 
依頼事項：Advisory Committee for the Journal of KNS 
知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川  誠二 

















（公表された会議資料(Book of Abstract等)に名前が記載されているもの） 
極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限反応流研究分野 (Reacting Flow Laboratory) 
小林 秀昭 
国際会議等の名称： 6th World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics,  
      and Thermodynamics 
主催団体：World Assembly of ExHFT 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.22 
参加した委員会等の名称と役割：Executive Committee 
在任期間（年月日）：2003.9.13 ～ 2005.4.22 
 
国際会議等の名称：Fourth International Symposium on Turbulence and Shear Flow Phenomena 
主催団体：World Assembly of TSFP 
開催国：アメリカ 
開催日（年月日）：2004.6.27 ～ 2004.6.29 
参加した委員会等の名称と役割：Advisory Committee 
在任期間（年月日）：2004.5.1 ～ 2005.6.29 
 
国際会議等の名称： 21st International Congress on Instrumentation in Aerospace Simulation 
Facilities 
主催団体：World Assembly of ICIASF 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.8.25 ～ 2005.9.1 
参加した委員会等の名称と役割：Local Commitee 
在任期間（年月日）：2004.9.1 ～ 2005.9.1 
 
国際会議等の名称：Second International Conference on Flow Dynamics 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
参加した委員会等の名称と役割：Organizing Committee 
在任期間（年月日）：2004.4.1 ～ 2005.11.18 
 
国際会議等の名称：31th International Symposium on Combustion 
主催団体：The Combustion Institute 
開催国：ドイツ 
開催日（年月日）：2005.9.21 ～ 2006.8.11 
参加した委員会等の名称と役割：Review Committee 
在任期間（年月日）：2005.9.21 ～ 2006.8.11 
  －123－
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory) 
圓山 重直 
国際会議等の名称： 6th World Conferences on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics,  
      and Thermodynamics 
主催団体： Assembly of World Conferences on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics, and 
Thermodynamics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
参加した委員会等の名称と役割：議長・実行委員長 
在任期間（年月日）：2002.8 ～ 2005.4 
 
国際会議等の名称：ISTP-16（16th Int. Symposium on Transport Phenomena.）  
主催団体：Pacific Center of Thermal-Fluid Engineering  
開催国：チェコ 
開催日（年月日）：2005.8.26 ～ 2005.9.1 
参加した委員会等の名称と役割：International Scientific Committee 
在任期間（年月日）：2003.7 ～ 2005.9.1 
 
国際会議等の名称：ISTP-17（17th Int. Symposium on Transport Phenomena.） 
主催団体：Pacific Center of Thermal-Fluid Engineering 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.9.4 ～ 2006.9.8 
参加した委員会等の名称と役割：International Scientific Committee 
在任期間（年月日）：2004.7 ～ 2006.9 
 
丸田 薫 
国際会議等の名称： 6th World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics, and 
Thermodynamics 
主催団体： The Assembly of World Conferences on Experimental Heat Transfer, Fluid 
Mechanics and Thermodynamics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
参加した委員会等の名称と役割：Secretary general 
在任期間（年月日）：2003.6 ～ 2005.4 
 
国際会議等の名称： 5th International Seminar on Flame Structure 
主催団体：ICKC and ITAM, SB of Russian Academy of Sciences 
開催国：ロシア 
開催日（年月日）：2005.7.11 ～ 2005.7.14 
参加した委員会等の名称と役割：International Advisory Committee 
在任期間（年月日）：2004.2.25 ～ 2005.7.14 
  －124－
国際会議等の名称：2005 Taiwan-Japan Joint Conference on SOFC 
主催団体： The National Science Council (NSC) in Taiwan, The Interchange Association of Japan 
(IAJ) 
開催国：台湾 
開催日（年月日）：2005.12.18 ～ 2005.12.21 
参加した委員会等の名称と役割：Organizing Committee 
在任期間（年月日）：2005.6 ～ 2005.12 
 
小宮 敦樹 
国際会議等の名称： 6th World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics, 
and Thermodynamics 
主催団体： The Assembly of World Conferences on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics, 
and Thermodynamics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
参加した委員会等の名称と役割：実行委員 
在任期間（年月日）：2004.4.1 ～  
極低温流研究分野 (Cryogenic Flow Laboratory) 
大平 勝秀 
国際会議等の名称： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
参加した委員会等の名称と役割：International Advisory Committee 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2005.12.9 
極限高圧流動研究分野 (Molten Geomaterial Laboratory) 
伊藤 高敏 
国際会議等の名称：US Rock Mechanics Symposium 
主催団体：American Rock Mechanics Association 
開催国：アメリカ 
開催日（年月日）：2005.6.25 ～ 2005.6.29 
参加した委員会等の名称と役割：Session chair（担当セッションのオーガナイズ） 
在任期間（年月日）：2004.11.10 ～ 2005.6.25 
  －125－
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
電磁知能流体研究分野 (Electromagnetic Intelligent Fluids Laboratory) 
西山 秀哉 
国際会議等の名称： 6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma 
Processing 
主催団体：The Japan Society of Applied Physics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 
参加した委員会等の名称と役割：Local Executive Committee 
在任期間（年月日）：2005.10 ～ 2006.2 
 
国際会議等の名称： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
参加した委員会等の名称と役割：International Advisory Committee 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2005.12.9 
 
国際会議等の名称： The 6th World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics and 
Thermodynamics 
主催団体： Assembly of World Conferences on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics and 
Thermodynamics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
参加した委員会等の名称と役割：Organizing Committee Member 
在任期間（年月日）：2003.9.26 ～ 2005.4.21 
 
佐藤 岳彦 
国際会議等の名称：1st Asian Thermal Spray Conference (ATSC-2005) 
主催団体：Asian Thermal Spray Committee, Japan Thermal Spraying Society, 
High Temperature Society of Japan 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.28 ～ 2005.11.29 
参加した委員会等の名称と役割：Local Executive Committee 
在任期間（年月日）：2005.5 ～ 2005.11 
 
国際会議等の名称：6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma 
Processing 
主催団体：The Japan Society of Applied Physics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 
参加した委員会等の名称と役割：Local Executive Committee 
在任期間（年月日）：2005.10 ～ 2006.2 
  －126－
高奈 秀匡 
国際会議等の名称： 6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma 
Processing 
主催団体：The Japan Society of Applied Physics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 
参加した委員会等の名称と役割：Local Executive Committee 
在任期間（年月日）：2005.10 ～ 2006.2 
知的システム研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
裘  進浩 
国際会議等の名称：International Conference on Emerging System Technology (ICEST) 
主催団体：Konkuk University 
開催国：韓国 
開催日（年月日）：2005.5.19 ～ 2005.5.21 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員 
在任期間（年月日）：2005.2.1 ～ 2005.5.21 
 
国際会議等の名称：International Symposium on Physics of Fluids 
主催団体：南京航空航天大学 
開催国：中国 
開催日（年月日）：2005.6.9 ～ 2005.6.12 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員 
在任期間（年月日）：2005.3.1 ～ 2005.6.12 
 
国際会議等の名称：International Joint Conference of JFSIMS & SMEBA 2005 
主催団体：東海大学 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.29 ～ 2005.10.31 
参加した委員会等の名称と役割：共同議長 
在任期間（年月日）：2005.7.1 ～ 2005.10.31 
生体流動研究分野 (Biofluids Control Laboratory) 
太田 信 
国際会議等の名称： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005)  
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
参加した委員会等の名称と役割：バイオセッション長 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2005.12.31 
 
  －127－
国際会議等の名称：3rd International Intracranial Stent Annual Meeting (ICS06) 
主催団体：ICS 
開催国：ジュネーブ 
開催日（年月日）：2006.9.13 ～ 2006.9.16 
参加した委員会等の名称と役割： Local Scientific Commitee 
在任期間（年月日）：2005.4 ～ 
知的流動評価研究分野 (Advanced Systems Evaluation Laboratory) 
高木 敏行 
国際会議等の名称：第15回電磁場の数値解析国際会議 (COMPUMAG - 2005) 
主催団体：International COMPUMAG Society 
開催国：中国 
開催日（年月日）：2005.6.26 ～ 2005.6.30 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員会委員 





開催日（年月日）：2005.9.12 ～ 2005.9.14 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員会委員 
在任期間（年月日）：2004 ～ 2005 
 
国際会議等の名称：E-MRS Fall Meeting 2005 Symposium C, Shape Memory Muterials for Smart Systems 
主催団体：MRS 
開催国：ポーランド 
開催日（年月日）：2005.9.5 ～ 2005.9.9 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員会委員 
在任期間（年月日）：2005 ～ 2005 
 
内一 哲哉 
国際会議等の名称：Second Inernational Conference on Flow Dynamics 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」  
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
参加した委員会等の名称と役割：実行委員会委員 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2005.11.18 
  －128－
ミクロ熱流動研究部門 (Non-Continuum Flow and Heat Transfer Division) 





開催日（年月日）：2004.7.10 ～ 2004.7.16 
参加した委員会等の名称と役割：希薄気体力学国際組織委員会日本代表 
在任期間（年月日）：1995.1 ～ 2008.12 
 




開催日（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 
参加した委員会等の名称と役割：Local Executive Committee 委員 





開催日（年月日）：2006.7.21 ～ 2006.7.28 
参加した委員会等の名称と役割：希薄気体力学国際組織委員会日本代表 
在任期間（年月日）：1995.1 ～ 2008.12 
米村 茂 




開催日（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 
参加した委員会等の名称と役割：Local Executive Committee 
在任期間（年月日）：2005.5 ～ 2006.4 
分子熱流研究分野 (Molecular Heat Transfer Laboratory) 
小原 拓 
国際会議等の名称：Japan-US Seminar on Nanoscale Transport Phenomena 
主催団体：JSPS & NSF  
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.7.4 ～ 2005.7.7 
参加した委員会等の名称と役割：Co-Chair 
在任期間（年月日）：2002.9.1 ～ 2005.8.31 
  －129－
国際会議等の名称：Japan-US Seminar on Nanotherm 
主催団体：Organizing Committee 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.7.11 ～ 2005.7.14 
参加した委員会等の名称と役割：Co-Chair 
在任期間（年月日）：2004.1.1 ～ 2005.12.31 
 
国際会議等の名称： 6th World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid 
Mechanics and Thermodynamics 
主催団体：World Assembly 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
参加した委員会等の名称と役割：Executive Committee 
在任期間（年月日）：2004.10.1 ～ 2005.4.21 
 
国際会議等の名称：17th International Symposium on Transport Phenomena 
主催団体：The Pacific Center of Thermal-Fluids Engineering 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.9.17 ～ 2006.9.21 
参加した委員会等の名称と役割：Executive Committee 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2006.9.30 
複雑系流動研究部門 (Complex Flow Division) 
複雑系流動システム研究分野 (Complex Flow Systems Laboratory) 
井小萩 利明 
国際会議等の名称：4th World Congress on Industrial Tomography  
主催団体：可視化情報学会 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.9.5 ～ 2005.9.8 
参加した委員会等の名称と役割：国内組織委員会委員 
在任期間（年月日）：2003 ～ 2005.9.30 
 
国際会議等の名称：International Symposium on Cavitation  
主催団体：国際組織委員会 
開催国：オランダ 
開催日（年月日）：2006.9.11 ～ 2006.9.15 
参加した委員会等の名称と役割：Scientific Committee 





開催日（年月日）：2006.10.17 ～ 2006.10.21 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員会委員 
在任期間（年月日）：2003 ～ 2006.10.31 
  －130－
流体数理研究分野 (Theoretical Fluid Dynamics Laboratory) 
徳山 道夫 
国際会議等の名称：Conference on Innovative Nanoscale Approach to Dynamic Studies of Materials 
主催団体：米国 Engineering Conference International 財団 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.1.9 ～ 2006.1.14 
参加した委員会等の名称と役割：国際諮問委員 
在任期間（年月日）：2006.1.9 ～ 2006.1.14 
 
国際会議等の名称： Second International Conference on Flow Dynamics 
   Session10“The 3rd International Workshop on Complex Systems” 
主催団体：東北大学21世紀COEプログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
参加した委員会等の名称と役割：セッション10 議長 
在任期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
 
寺田 弥生 
国際会議等の名称：The 3rd International Workshop on Complex Systems 
主催団体：東北大学21世紀COEプログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
参加した委員会等の名称と役割：Local Organizing Committee 
在任期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
 
流体融合研究センター 
(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
融合流体情報学研究分野 (Integrated Fluid Informatics Laboratory) 
大林 茂 
国際会議等の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
参加した委員会等の名称と役割：Organizing Committee 
在任期間（年月日）：2005.10.26 ～2005.10.27 
実事象融合計算研究分野  （Reality-Coupled Computation Laboratory） 
石本 淳 
国際会議等の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
参加した委員会等の名称と役割：Organizing Committee, Executive Committee 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～   
 
  －131－
国際会議等の名称： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
参加した委員会等の名称と役割：Local Organizing Committee 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～   
 
超高エンタルピー流動研究分野 (Ultra-High-Enthalpy Flow Laboratory) 
佐宗 章弘 
国際会議等の名称：4th International Symposium on Beamed Energy  Propulsion 
主催団体：International Society of Beamed Energy Propulsion 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.15 ～ 2005.11.18 
参加した委員会等の名称と役割：Co-Chair 
在任期間（年月日）：2004.11 ～ 2005.11 
複雑動態研究分野 (Complex Dynamics Laboratory) 
藤代 一成 
国際会議等の名称：Shape Modeling International 2005 
主催団体：IEEE CS 
開催国：アメリカ 
開催日（年月日）：2005.6.13 ～ 2005.6.17 
参加した委員会等の名称と役割：Program Committee Member 
在任期間（年月日）：2004.12.1 ～ 2005.6.17 
 
国際会議等の名称：Symposium on Point-Based Graphics 2005 
主催団体：IEEE VGTC 
開催国：アメリカ 
開催日（年月日）：2005.6.21 ～ 2005.6.22 
参加した委員会等の名称と役割：Program Committee Member 
在任期間（年月日）：2005.4.15 ～ 2005.6.22 
 
国際会議等の名称：International Conference on Computer Graphics and Imaging 2005 
主催団体：IASTED 
開催国：アメリカ 
開催日（年月日）：2005.8.15 ～ 2005.8.17 
参加した委員会等の名称と役割：Program Committee Member 
在任期間（年月日）：2005.5.15 ～ 2005.8.17 
 
国際会議等の名称：Visualization, Imaging and Image Processing 2005 
主催団体：IASTED 
開催国：スペイン 
開催日（年月日）：2005.9.7 ～ 2005.9.9 
参加した委員会等の名称と役割：Program Committee Member  






開催日（年月日）：2005.10.23 ～ 2005.10.28 
参加した委員会等の名称と役割：Program Committee Member 
在任期間（年月日）：2005.4.10 ～ 2005.10.28 
 
国際会議等の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration  
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
参加した委員会等の名称と役割：Organizing Committee Member 
在任期間（年月日）：2005.3.22 ～ 2005.10.27 
 
国際会議等の名称：Cyberworlds 2005 
主催団体：School of Computer Engineering, Nanyang Technological University 
開催国：シンガポール 
開催日（年月日）：2005.11.23 ～ 2005.11.25 
参加した委員会等の名称と役割：Program Committee Member 
在任期間（年月日）：2005.6.5 ～ 2005.11.25 
 
国際会議等の名称：Ninth International Conference on Computer-Aided Design and Computer Graphics 
主催団体：Chinese Computer Federation, CAD/CG Committee 
開催国：香港 
開催日（年月日）：2005.12.7 ～ 2005.12.10 
参加した委員会等の名称と役割：International program committee member 
在任期間（年月日）：2005.6.30 ～ 2005.12.10 
 
国際会議等の名称： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
参加した委員会等の名称と役割：International advisory committee member 
在任期間（年月日）：2005.9.7 ～ 2005.12.9 
 
極限流体環境工学研究分野 (Ultimate Flow Environment Laboratory) 
小濱 泰昭 
国際会議等の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
参加した委員会等の名称と役割：実行委員長 






開催日（年月日）：2005.8.29 ～ 2005.9.2 
参加した委員会等の名称と役割：実行委員会委員 
在任期間（年月日）：2005.2.1 ～ 2005.9.2 
 
国際会議等の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
参加した委員会等の名称と役割：実行委員会委員 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2005.10.27 
 
国際会議等の名称：Second International Conference on Flow Dynamics 
主催団体：東北大学21世紀COEプログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
参加した委員会等の名称と役割：実行委員会委員 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2005.11.18 
超実時間医療工学研究分野 (Super-Real-Time Medical Engineering Laboratory) 
早瀬 敏幸 





在任期間（年月日）：2003.5 ～ 2006.5 
 
国際会議等の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員会 委員 
在任期間（年月日）：2004.11 ～ 2005.10 
 
国際会議等の名称： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
参加した委員会等の名称と役割：国際顧問委員会 委員 
在任期間（年月日）：2004.11 ～ 2005.11 
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国際会議等の名称：The 6th Int. Symp. on Future Medical Engineering based on Bio-nanotechnology 
主催団体：Future Medical Engineering based on Bio-nanotechnology 21st Century COE Program 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.11.21 ～ 2005.11.21 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員会 編集委員長 
在任期間（年月日）：2005.4.1 ～ 2006.3.31 
白井 敦 




開催日（年月日）：2005.11.21 ～ 2005.11.21 
参加した委員会等の名称と役割： 実行委員会 ＷＧ 
在任期間（年月日）：2005.5 ～ 2005.11 
知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川 誠二 
国際会議等の名称：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員 
在任期間（年月日）：2004 ～ 2005 
 
国際会議等の名称：The 6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma 
Processing 
主催団体：The Japan Society of Applied Physics 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 
参加した委員会等の名称と役割：Organizing Committee (Secretary)/Program Committee (Chair) 
在任期間（年月日）：2004 ～ 2006.2 
 
国際会議等の名称：4th International Workshop on Basic Aspects of  Nonequilibrrium Plasmas 
Interracting with Surfaces 
主催団体：慶應義塾大学COEプログラム 
開催国：日本 
開催日（年月日）：2006.1.31 ～ 2006.2.2 
参加した委員会等の名称と役割：組織委員 
在任期間（年月日）：2005.2.1 ～ 2006.2.2 
久保田 智広 
国際会議等の名称： The 6th International Conference on Reactive Plasmas and  
      the 23rd Symposium on Plasma Processing 
主催団体：応用物理学会 
開催国： 日本 
開催日（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 






極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限反応流研究分野 (Reacting Flow Laboratory) 
小林 秀昭 
会議名：直接数値計算と詳細実験に基づく乱流燃焼モデルの構築 





会議名：The Fifth Asia-Pacific Conference on Combustion 
期間（年月日）：2005.5.24 ～ 2005.5.27 
開催国：オーストラリア 
役割：講演 
主催団体：Asia Pacific Section of the Combustion Institute 
大上 泰寛 
会議名：5th Asia-Pacific Conference on Combustion 
期間（年月日）：2005.7.18 ～ 2005.7.20 
開催国：オーストラリア 
役割：講演 
主催団体：Asia Pacific Section of the Combustion Institute 
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory) 
圓山 重直 
会議名：5th pacific-Asia Rim Thermal Sciences and Energy Engineering Workshop (RaRTSEE-5) 
期間（年月日）：2005.4.28 ～ 2005.4.29 
開催国：ニュージーランド 
役割：講演 
主催団体：The University of Auckland 
 
会議名：The 5th Pacific Symposium on Flow Visualization and Image Processing 
期間（年月日）：2005.9.27 ～ 2005.9.29 
開催国：オーストラリア 
役割：招待講演 
主催団体：The Pacific Center of Thermal Fluids Engineering 
 
会議名：Colloqium on Micro/ Nano Thermal Engineering 
期間（年月日）：2005.8.17 ～ 2005.8.19 
開催国：韓国 
役割：招待講演 
主催団体：Micro Thermal System Research Center (MTSRC), Seoul National University 
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会議名：18th National & 7th ISHMT-ASME Heat and Mass Transfer Conference 
期間（年月日）：2006.1.4 ～ 2006.1.6 
開催国：インド 
役割：キーノート講演 
主催団体：Indian Institute of Technology Guwahati 
 
丸田 薫 
会議名：5th Asia-Pacific Conference on Combustion (ASPACC 2005) 
期間（年月日）：2005.7.18 ～ 2005.7.20 
開催国：オーストラリア 
役割：講演 
主催団体：Asia Pacific Sections of The Combustion Imstitute 
 
小宮 敦樹 
会議名：The 5th Pacific Symposium on Flow Visualization and Image Processing 
期間（年月日）：2005.9.27 ～ 2005.9.29 
開催国：オーストラリア 
役割：講演 
主催団体：The Pacific Center of Thermal Fluids Engineering 
極限高圧流動研究分野 (Molten Geomaterials Laboratory) 
林 一夫 
会議名：第 8回米国計算力学会議 












会議名：US Rock Mech. Symp. Alaska Rocks 2005 
期間（年月日）：2005.6.25 ～ 2005.6.29 
開催国：アメリカ 
役割：講演，座長 
主催団体： American Rock Mechanics Association 
 
会議名：The 31st Workshop Geothermal Reservoir Engineering 
期間（年月日）：2006.1.30 ～ 2006.2.1 
開催国：アメリカ 
役割：講演 
主催団体：Stanford Geothermal Program 
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極低温流研究分野 (Cryogenic Flow Laboratory) 
徳増 崇 
会議名：2005 ASME Fluid Engineering Division Summer Meeting 





知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
電磁知能流体研究分野 (Electromagnetic Intelligent Fluids Laboratory) 
佐藤  岳彦 
会議名：2005 IEEE Industry Applications Conference 40th IAS Annual Meeting 
期間（年月日）：2005.10.2 ～ 2005.10.6 
開催国：香港 
役割：講演 
主催団体：IEEE Industry Applications Society 
 
高奈 秀匡 
会議名：17th International Symposium on Plasma Chemistry 
期間（年月日）：2005.8.7 ～ 2005.8.12 
開催国：カナダ 
役割：講演 
主催団体： International Union of Pure and Applied Chemistry (IUPAC) 
and International Plasma Chemistry Society (IPCS) 
知的システム研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
裘 進浩 
会議名：The 10th International Seminar on Physics and Chemistry of Materials 
期間（年月日）：2005.4.27 ～ 2005.4.29 
開催国：モロッコ 
役割：講演 
主催団体：Universite Moulay Ismail 
 
会議名：The Twelfth International Congress on Sound and Vibration 
期間（年月日）：2005.7.11 ～ 2005.7.14 
開催国：ポルトガル 
役割：講演 
主催団体：Instituto Superior Tecnico 
 
会議名：16th International Conference on Adaptive Structures and Technologies (ICAST2005) 
期間（年月日）：2005.10.9 ～ 2005.10.12 
開催国：フランス 
役割：講演 
主催団体：Conservatoire National des Arts et Metiers (CNAM) 
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朱 孔軍 
会議名：Fourth China International Conference on High-Performance Ceramics 




生体流動研究分野 (Biofluids Control Laboratory) 
太田 信 
会議名：kick-off meeting of @neurIST 




知的流動評価研究分野 (Advanced Systems Evaluation Laboratory) 
高木 敏行 
会議名：12th International Symposium on Interdisciplinary Electromagnetic, Mechanic 
and Biomedical Problems (ISEM) 
期間（年月日）：2005.9.12 ～ 2005.9.14 
開催国：オーストリア 
役割：共著者（5件） 
主催団体：Vienna Institute of Technology 
 
会議名：The 5th Asian Symposium on Applied Electoromagnetics and Mechanics 
期間（年月日）：2005.10.10 ～ 2005.10.14 
開催国：ベトナム 
役割：共著者 
主催団体：Japan Society of Maintenology, Japan Society of Applied Electromagnetics and Mechanics, 
Vietnamese Association of Mechanics, Hanoi University of Technology, Institute of 
Mechanics, Hanoi, Vietnam  
 
会議名：2nd Int. Symp. on Future I&C for NPPs (ISOFIC-2005) 
期間（年月日）：2005.11.1 ～ 2005.11.4 
催国：韓国 
役割：共著者 
主催団体：KNICS(Korea Nuclear I&C System) R&D Center, CUP Japan-Korea 
 
内一 哲哉 
会議名：Review of Progress in Quantitative Nondestructive Evaluation 
期間（年月日）：2005.7.31 ～ 2005.8.5 
開催国：アメリカ 
役割：講演 
主催団体：Iowa State University 
 
会議名：International Conference on Advanced Nondestructive Evaluation 
期間（年月日）：2005.11.17 ～ 2005.11.19 
開催国：韓国 
役割：講演 
主催団体：Center for Nondestructive Evaluation at Iowa State University 
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三木 寛之 
会議名：NanoSingapore 2006: IEEE Conference on Emerging Technologies –  
Nanoelectronics 
期間（年月日）：2006.1.10  ～ 2006.1.13 
開催国：シンガポール 
役割：講演 
主催団体：The Institute of Electrical & Electronics Engineers, Singapore Section 
 
ミクロ熱流動研究部門 (Non-Continuum Flow and Heat Transfer Division) 
電子気体流研究分野 (Gaseous Electronics Laboratory) 
南部 健一 
会議名：52nd International Symposium & Exhibition, The American Vacuum Society 




分子熱流研究分野 (Molecular Heat Transfer Laboratory) 
小原 拓 
会議名：2nd International Symposium on Micro and Nanotechnology 
期間（年月日）：2006.3.28 ～ 2006.3.31 
開催国：台湾 
役割：講演 
主催団体：Pacific Center of Thermal-Fluids Engineering 
複雑系流動研究部門 (Complex Flow Division) 
複雑系流動システム研究分野 (Complex Flow Systems Laboratory) 
伊賀 由佳 
会議名：The 8th ASIAN International Conference on Fluid Machinery 





会議名：ASME Fluids Engineering Summer Conference 





計算複雑流動研究分野 (Advanced Computational Fluid Dynamics Laboratory) 
井上 督 
会議名： First International Conference on Scientific Computation, 
Numerical Analysis and Applications 





会議名：Sixth Asian Computational Fluid Dynamics Conferene 




流体数理研究分野 (Theoretical Fluid Dynamics Laboratory) 
徳山 道夫 
会議名： Workshop on Topics in Application of Scattering Methods to Investigation 
of Structure and Dynamics of Soft Condensed Matter 
期間（年月日）：2005.11.11 ～ 2005.11.13 
開催国：イタリア 
役割：招待講演 
主催団体：University of Florence 
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流体融合研究センター 
(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
融合流体情報学研究分野 (Integrated Fluid Informatics Laboratory) 
大林 茂 
会議名：35th AIAA Fluid Dynamics Conference and Exhibit 











会議名：韓国電算流体工学会 2005 年秋季学術大会 
期間（年月日）：2005.10.14 ～ 2005.10.15 
開催国：韓国 
役割：招待講演 
主催団体：韓国 KCFE 学会 
 
鄭 信圭 
会議名：23nd AIAA Apllied Aerodynamic Conference 
















実事象融合計算研究分野 （Reality-Coupled Computation Laboratory） 
石本 淳 
会議名：国際低温工学会議 2005 





複雑動態研究分野 (Complex Dynamics Laboratory) 
藤代 一成 
会議名：Dagstuhl Seminar on Scientific Visualization 2005 
期間（年月日）：2005.6.5 ～ 2005.6.10 
開催国：ドイツ 
役割：招待講演 
主催団体：International Conference and Research Center for Computer Science 
 
会議名：8th US National Congress on Computational Mechanics 











会議名：Visualization and Data Analysis 2006 






会議名：International Workshop on Volume Graphics 
期間（年月日）：2005.6.20 ～ 2005.6.21 
開催国：アメリカ 
役割：講演 
主催団体：Eurographics and IEEE/CS/VGTC 
超実時間医療工学研究分野 (Super-Real-Time Medical Engineering Laboratory) 
早瀬 敏幸 
会議名：2005 Summer Bioengineering Conference 





会議名：The US National Congress on Computational Mechanics 
期間（年月日）：2005.7.24 ～ 2005.7.28 
開催国：アメリカ 
役割：招待講演 
主催団体：U. S. Association for Computational Mechanics 
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白井 敦 
会議名：ASME 2005 Summer Bioengineering Conference (2005 SBC) 





会議名：The 7th International Symposium on Future Medical Engineering Based on Bio-nanotechnology 
期間（年月日）：2005.12.7 ～ 2005.12.10 
開催国：シンガポール 
役割：講演 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「バイオナノテクノロジー基盤未来医工学」 
知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川  誠二 
会議名：AVS 52nd International Symposium & Exhibition 
期間（年月日）：2005.10.30 ～ 2005.11.1 
開催国：アメリカ 
役割：Excutive Committee and Program Committee 
主催団体：American Vacuum Society 
久保田 智広 
会議名：AVS 52nd International Symposium & Exhibition 
期間（年月日）：2005.10.30 ～ 2005.11.1 
開催国：アメリカ 
役割：講演 





極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限反応流研究分野 (Reacting Flow Laboratory) 
小林 秀昭 
会議名：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 




会議名：21st International Congress on Instrumentation in Aerospace Simulation Facilities 
期間（年月日）：2005.8.25 ～ 2005.9.1 
役割：共著者、座長 
主催団体：World Assembly of ICIASF 
 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：共著者、セッションオーガナイザー 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名：56th International Astronautical Congress 
期間（年月日）：2005.10.17 ～ 2005.10.21 
役割：講演 
主催団体：World Assembly of IAC2005 
 
会議名：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 
期間（年月日）：2005.10.26 ～ 2005.10.27 
役割：講演 
主催団体：東北大学流体科学研究所附属流体融合研究センター 
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory) 
丸田 薫 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：共著者 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名： The Fifth International Workshop on Micro Nanotechnology for Power Generation 
and Energy Conversion 
期間（年月日）：2005.11.28 ～ 2005.11.30 
役割：講演 
主催団体：Power MEMS organizing committee 
 
小宮 敦樹 
会議名：Sixth World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics and Thermodynamics 
期間（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
役割：講演、実行委員 
主催団体： The Assembly of Sixth World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid 
Mechanics and Thermodyna 
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会議名： International Workshop on Measurement and Diagnosis of Heat Transfer 
and Fluid Flow Systems 
期間（年月日）：2005.4.21 ～ 2005.4.22 
役割：招待講演 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：講演 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
極低温流研究分野 (Cryogenic Flow Laboratory) 
大平 勝秀 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：共著者 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」  
  
会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 





会議名：The 4th International Symposium on Nanotechnology 
期間（年月日）：2006.2.20 ～ 2006.2.21 
役割：講演 
主催団体：Nanotechnology Researchers Network Center of Japan 
 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：講演 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名：Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
期間（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
役割：共著者 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
電磁知能流体研究分野 (Electromagnetic Intelligent Fluids Laboratory) 
西山 秀哉 
会議名： 6th World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics, 
and Thermodynamics (ExHFT-6) 
期間（年月日）：2005.4.17 ～ 2005.4.21 
役割：共著者 
主催団体：Assembly of the Conference 
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会議名：Second International Conference on Flow Dynamics  
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：オーガナイザ、座長、共著者 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




会議名：6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma Processing 





会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




会議名：6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma Processing 




会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 




知的システム研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
裘  進浩 
会議名：Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 





会議名：1st Asia-Oceania Ceramic Federation (AOCF) Conference 




会議名：The 18th International Symposium on Ceramics in Medicine 




会議名：Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
期間（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
役割：共著者 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
生体流動研究分野 (Biofluids Control Laboratory) 
太田 信 
会議名：The Second Japan-Switzerland Workshop on Biomechanics 
期間（年月日）：2005.9.12 ～ 2005.9.16 
役割：ポスター発表 
主催団体：The Second Japan-Switzerland Workshop on Biomechanics 
 
会議名：The 6th International Symposium on Future Medical Engineering based on Bio-nanotechnology 
期間（年月日）：2005.11.21 ～ 2005.11.21 
役割：講演 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「バイオナノテクノロジー基盤未来医工学」 
 
会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




知的流動評価研究分野 (Advanced Systems Evaluation Laboratory) 
高木 敏行 
会議名：International Joint Conference of JFSIMS & SMEBA 2005 
期間（年月日）：2005.10.29 ～ 2005.10.31 
役割：共著者 
主催団体：日本 AEM 学会 
 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：共著者（2件） 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名：Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 





会議名：International Joint Conference of JFSIMS & SMEBA 2005 
期間（年月日）：2005.10.29 ～ 2005.10.31 
役割：共著者 
主催団体：日本 AEM 学会 
 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間：2005.11.16 ～ 18 
役割：共著者（2件） 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」  
 
三木 寛之 
会議名：The 10th International Conference on New Diamond Science and Technology 
期間（年月日）：2005.5.11 ～ 2005.5.14 
役割：共著者 
主催団体：Materials Research Society 
 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 




会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




会議名：The 4th International Conference on Materials Processing for Properties and Performance 




会議名：International Joint Conference of JFSIMS & SMEBA 2005 
期間（年月日）：2005.10.29 ～ 2005.10.31 
役割：共著者 
主催団体：日本 AEM 学会 
 
ミクロ熱流動研究部門 (Non-Continuum Flow and Heat Transfer Division) 
電子気体流研究分野 (Gaseous Electronics Laboratory) 
南部 健一 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 




会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 






会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 





会議名： The 19th International Conference on Numerical Simulation of Plasmas and the 7th Asia 
Pacific Plasma 




会議名： The 6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma 
Proceeding 





会議名：19th Int. Conf. on Numerical Simulation of Plasmas and 7th Asia Pacific Plasma Theory Conf. 
期間（年月日）：2005.7.12 ～ 2005.7.15 
役割：講演 
主催団体：National Institute for Fusion Science of Japan 
 
会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




会議名：6th Int. Conf. on Reactive Plasmas and 23rd Symp. on Plasma Proceeding 
期間（年月日）：2006.1.24 ～ 2006.1.27 
役割：講演 
主催団体：応用物理学会 
分子熱流研究分野 (Molecular Heat Transfer Laboratory) 
小原 拓 
会議名：6th World Conference on Experimental Heat Transfer, Fluid Mechanics and Thermodynamics 




複雑系流動研究部門 (Complex Flow Division) 
計算複雑流動研究分野 (Advanced Computational Fluid Dynamics Laboratory) 
井上 督 
会議名：Third International Conference on Vortex Flows and Vortex Models 




会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
期間（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
役割：共著者 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
流体数理研究分野 (Theoretical Fluid Dynamics Laboratory) 
寺田 弥生 
会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
融合流体情報学研究分野 (Integrated Fluid Informatics Laboratory) 
大林 茂 
会議名：2005 JSASS-KSAS Joint International Symposium 




会議名：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 




会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 




実事象融合計算研究分野 （Reality-Coupled Computation Laboratory） 
石本 淳 
会議名：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 




会議名：Second International Conference on Flow Dynamics 
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：講演 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名：Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
期間（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
役割：講演 
主催団体： 東北大学流体科学研究所 
複雑動態研究分野 (Complex Dynamics Laboratory) 
竹島 由里子 
会議名：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 




会議名：Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 
期間（年月日）：2005.12.8 ～ 2005.12.9 
役割：ポスター発表 
主催団体：東北大学流体科学研究所 
極限流体環境工学研究分野 (Ultimate Flow Environment Laboratory) 
小濱 泰昭 
会議名：Second International Conference on Flow Dynamics  
期間（年月日）：2005.11.16 ～ 2005.11.18 
役割：座長 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「流動ダイナミクス国際研究教育拠点」 
 
会議名： Fifth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2005) 
- IFS-JAXA Joint Symposium - 





会議名：21st International Congress on Instrumentation in Aerospace Simulation Facilities 




会議名：Second International Symposium on Transdisciplinary Fluid Integration 




会議名：The 6th International Symposium on Future Medical Engineering based on Bio-nanotechnology  
期間（年月日）：2005.11.21 ～ 2005.11.21 
役割：講演 
主催団体：東北大学 21 世紀 COE プログラム「バイオナノテクノロジー基盤未来医工学」 
知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川 誠二 
会議名：The 2005 International Conference on Solid State Devices and Materials 




会議名：The 6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma 
Processing 




会議名： 4th International Workshopon Basic Aspects ofNonequilibrrium Plasmas  
Interracting with Surfaces 
期間（年月日）：2006.1.31 ～ 2006.2.2 
役割：招待講演、座長 
主催団体：慶應義塾大学 COE プログラム 
 
久保田 智広 
会議名： The 2005 International Conference on Solid State Devices and Materials 




会議名： The 6th International Conference on Reactive Plasmas and 23rd Symposium on Plasma 
Processing 





極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 





期間（年）：2003 ～  2005 
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory)  
圓山 重直 
研究題目： A New Simple Approach for Calculating the Optical Constants of 
a Clear Glass WindowFlow Prediction in Upwelling Deep Seawater 
共同研究機関：The University of Sydney 
国名：オーストラリア 
期間（年）：2004 ～  
 
研究題目：Flow Prediction in Upwelling Deep Seawater 
共同研究機関：The University of Sydney 
国名：オーストラリア 
期間（年）：2004 ～  
 




期間（年）：2005 ～  
 
研究題目： Comparison of Radiation Element Method and Discrete Ordinates Interpolation Method 
Applied to Three- 
共同研究機関：KAIST 
国名：韓国 
期間（年）：2005 ～  
 
研究題目：Combined Heat Transfer of Convection and Radiation Using LES and REM2 
共同研究機関：The University of Sydney 
国名：オーストラリア 
期間（年）：2005 ～  
 
研究題目：Development and scale effects of small Swiss-roll combustors 
共同研究機関：Chung Ang University 
国名：韓国 
期間（年）：2005 ～  
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研究題目： On the formation of multiple rotating pelton-like flame structures in radial 
microchannels 
共同研究機関：Institute of Theoretical and Applied Mechanics, Russian Academy of Sciences 
国名：ロシア 
期間（年）：2005 ～  
 
丸田 薫 
研究題目：Combustion characteristics of methane-air mixtures in radial  
共同研究機関：Jadavpur University 
国名：インド 
期間（年）：2005 ～  
 
研究題目： Characteristics of combustion in a narrow channel with a temperature gradient 
共同研究機関：Institute of Theoretical and Applied Mechanics, Russian Academy of Sciences 
国名：ロシア 
期間（年）：2004 ～ 2005 





期間（年）：2003 ～  
 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 

























期間（年）：1995 ～ 2006 
 














期間（年）：2005 ～  
知的システム研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
























期間（年）：2005 ～ 2007 
生体流動研究分野 (Biofluids Control Laboratory) 
太田 信 
研究題目：血流のMRA 
共同研究機関：Department of Radiology Radcliffe Infirmary / University of Oxford 
国名：イギリス 

























期間（年）：2005 ～ 2006 
 
研究題目：Integrated biomedical informatics for the management of cerebral aneurysms @neurIST 
共同研究機関：FP6, @neurISTチーム 
国名：本部（ベルギー） 
期間（年）：2006 ～ 2010 
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期間（年）：2003 ～ 2006 
 
研究題目：鋳鉄の磁気特性に関する研究 
共同研究機関：Institute of Physics ASCR 
国名：チェコ 
期間（年）：2005 ～  
  －158－
内一 哲哉 
研究題目：The multiple magnetization reversal in complex ferrimagnets 
共同研究機関：Faculty of Physics, Moscow State University 
国名：ロシア 
期間：2001 ～  
 
研究題目：鋳鉄の磁気的評価に関する研究 







期間：2003 ～  
 
研究題目：鋳鉄の磁気特性に関する研究 
共同研究機関：Institute of Physics ASCR 
国名：チェコ 











期間（年）：2005 ～ 2006 
 
研究題目：機能性薄膜を用いたマイクロアクチュエータ・センサの開発 
共同研究機関：Ecole Centrale de Lyon 
国名： フランス 





期間（年）：2005 ～ 2006 
  －159－
流体融合研究センター
(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
実事象融合計算研究分野 （Reality-Coupled Computation Laboratory） 
石本 淳 
研究題目：アルミインゴットクラック軽減型ミスト冷却システムの開発 
共同研究機関：University of Kentucky 
国名：アメリカ 
期間（年）：2000 ～  
 
研究題目：微小重力下における単一液滴燃焼の磁場制御 
共同研究機関：University of Kentucky 
国名：アメリカ 
期間（年）：2000 ～  





期間（年）：2003 ～ 2005 
極限流体環境工学研究分野 (Ultimate Flow Environment Laboratory) 
吉岡 修哉 
研究題目：Prediction of Manufacturing Tolerances forLaminar Flow 
共同研究機関：Northrop Grumman International Inc. 
国名：アメリカ 
期間（年）：2005 ～ 2006 
超実時間医療工学研究分野 (Super-Real-Time Medical Engineering Laboratory) 
早瀬 敏幸 
研究題目：脳組織内の流動に関する研究 
共同研究機関：University of Virginia 
国名：アメリカ 
期間（年）：2003 ～ 2005 
 
研究題目：流れ場の仮想計測に関する研究 
共同研究機関：University of Virginia 
国名：アメリカ 





期間（年）：2005 ～ 2006 
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極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory) 
圓山 重直 





講演題目：Scale Effect of Heat and Fluid Flow for Application to Micro and Nano Technologies 





講演題目：Microcombustor as Heat Sources 




講演題目： Development and Characteristics of Meso and Small-scale Swissroll Combustors  
as Heat Source 
講演先：National Central University 
国名：台湾 
講演日（年月日）：2005.12.20 
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
知的システム研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
裘 進浩 
講演題目： Research of Smart Structural Systems at Tohoku University 




生体流動研究分野 (Biofluids Control Lablratory) 
太田 信 





知的流動評価研究分野 (Advanced Systems Evaluation Laboratory) 
高木 敏行 






(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
融合流体情報学研究分野 (Integrated Fluid Informatics Laboratory) 
大林 茂 












     （国際雑誌のみ。ただし校閲委員を除く） 
極限流研究部門 (Advanced Flow Division) 
極限熱現象研究分野 (Heat Transfer Control Laboratory) 
圓山 重直 
雑誌名： Thermal Science and Engineering 
役割： 編集委員 
参加年： 2001 ～  
 
雑誌名：   JSME International Journal 
役割： 編集委員 
参加年： 2001 ～  
 
雑誌名：    Experiment Heat Transfer 
役割： 編集委員 
参加年： 2005 ～  
知能流システム研究部門 (Intelligent Fluid Systems Division) 
電磁知能流体研究分野 (Intelligent Systems Laboratory) 
西山 秀哉 
雑誌名： JSME International Journal 
役割： 特集号編集委員 
参加年： 2004 ～ 2005 
知的流動評価研究分野 (Advanced Systems Evaluation Laboratory) 
高木 敏行 
雑誌名： International Journal of Applied Electromagnetics and Mechanics 
役割： Editor-in-chief  
参加年： 2002 ～ 2006 
複雑系流動システム研究分野 (Complex Flow Systems Laboratory) 
計算複雑流動研究分野 (Computational Fluid Dynamics Laboratory) 
井上 督 
雑誌名： Fluid Dynamics Research 
役割：     Associate Editor 
参加年： 1998 ～  
  －164－
流体数理研究分野 (Theoretical Fluid Dynamics Laboratory) 
徳山 道夫 
雑誌名： AIP Conference Proceedings vol.832 Flow Dynamics 
役割：   Editor 
参加年： 2005 ～ 2006 
流体融合研究センター
(Transdisciplinary Fluid Integration Research Center) 
融合流体情報学研究分野 (Integrated Fluid Informatics Laboratory) 
大林 茂 
雑誌名：   Progress in Aerospace Sciences 
役割： 編集委員 
参加年： 2003 ～ 2006 
 
雑誌名：   Journal of Inverse Ploblems in Science and Engineering 
役割：   編集委員 
参加年： 2003 ～ 2006 
 
雑誌名：   Journal of Fluid Science and Technology 
役割： 編集委員 
参加年： 2003 ～ 2006 
超高エンタルピー流動研究分野 (Ultra-High-Enthalpy Flow Laboratory) 
佐宗 章弘 
雑誌名： Fluid Dynamics Research 
役割： 編集委員 
参加年： 2002 ～  
複雑動態研究分野 (Complex Dynamics Laboratory) 
藤代 一成 
雑誌名：   Computers & Graphics 
役割：   Editorial Advisory board member 
参加年： 2003 ～ 2005 
知的ナノプロセス研究分野 (Intelligent Nano-Process Laboratory) 
寒川 誠二 
雑誌名：   Journal of Applied Physics 
役割：   Refree 
参加年：   1998 ～  
 
雑誌名：   Journal of Plasma Science and Technology 
役割： Refree 
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